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平
成
八
年
度
の
第
人
回
総
会
は

舞
台
を
兵
庫
県
に
移
し
て
、
九
月

十
人

・
十
九
日
の
二
日
間
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

今
回
は
特
に
大
谷
金
工
部
会
長
に

肝
入
り
を
お
願
い
し
総
合
プ
ラ
ン

を
作

っ
て
頂
き
ま
し
た
。

九
月
十
八
日

（水
曜
）
の
年
後
、

阪
神
電
鉄
尼
崎
駅
に
集
合
。
建
造

物
の
見
学
研
修
と
し
て
、
重
文
本

興
寺
開
山
堂
及
び
重
文
長
遠
寺
本

堂
他
を
訪
れ
、
働
文
化
財
建
造
物

保
存
技
術
協
会

（以
下
、
文
建
協

と
略
称
し
ま
す
）
か
ら
派
遣
さ
れ

て
お
ら
れ
る
福
木
都
治
所
長
の
ご

案
内
を
頂
き
、
昨
年

一
月
十
七
日

の
兵
庫
県
南
部
地
震
災
害
の
影
響

に
よ
る
被
害
状
況
を
現
場
で
つ
ぶ

さ
に
見
学
し
、
所
長
の
ご
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

本
興
寺
方
丈
は
解
体
修
理
と
な

り
揚
屋
工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
方
針
と
し
て
は
文
化
財
と

し
て
の
意
義
と
構
造
的
に
耐
震
と

し
て
の
数
字
の
か
ね
合
い
を
考
え

て
い
る
と
の
由
、
柱
は
補
強
す
る

た
め
に
新
素
材
の
炭
素
繊
維
と
矧

木
を
、
内
法
壁
は
耐
力
合
板

（構

造
用
合
板
）
を
使
用
す
る
と
の
事

で
、
特
に
限
に
見
え
な
い
箇
所
で

の
補
強
を
重
点
的
に
施
工
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
開
山
堂
は
主
と
し

て
足
元
の
補
強
が
主
体
と
な
っ
て

い
る
、
と
い
う
非
常
に
詳
し
い
ご

説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

本
興
寺
か
ら
少
し
離
れ
た
長
遠

寺
は
本
堂
の
破
損
が
ひ
ど
く
、
そ

の
損
壊
の
状
況
を
伺
い
驚
き
ま
し

た
。
本
堂
外
部
の
上
長
押
が
三
間

も
前
側
に
は
ず
れ
飛
び
、
建
具
は

倒
れ
た
り
ね
じ
れ
た
り
、
縁
束
の

内
転
び
、
柱
の
歪
み
な
ど
枚
挙
に

暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。
兵
庫
県
指
定

文
化
財
の
客
殿
も
含
め
、
部
分
修

理
と
い
う
こ
と
で
耐
力
合
板
を
入

れ
た
り
、
長
押
の
取
り
付
け
方
で

特
殊
釘
を
使
用
す
る
そ
う
で
す
。

重
文
の
多
宝
塔
は
相
輪
が
傾
斜
す

る
な
ど
の
被
害
が
あ
り
、
上
層
の

土
台
と
か
の
修
正
な
ど
の
見
学
研

修
と
詳
細
な
ご
説
明
を
頂
き
ま
し

た
。九
月
十
九
日

（木
曜
）
の
午
後
、

総
会
を
終
え
次
の
研
修
に
移
り
ま

し
た
。
宝
塚
市
の
重
文

（中
筋
）

八
幡
榊
社
の
現
場
へ
伺
い
、
文
建

協
の
原
田
正
彦
所
長
か
ら
種
々
被

害
の
有
様
、
復
旧
の
始
ま
り
か
ら

現
状
ま
で
の
復
元
の
苦
心
談
を
聞

き
ま
し
た
。
宝
塚
市
を
襲

っ
た
阪

神
淡
路
大
震
災
は
、
人
幡
神
社
の

地
域
で
震
度
七
の
激
震
で
し
た
。

神
社
で
は
本
殿
の
覆
殿
が
大
き
く

横
に
転
び
、
本
殿
を
押
し
潰
し
た

の
で
す
。
こ
の
対
策
と
し
て
覆
殿

が
し
っ
か
り
し
て
い
た
ら
今
回
の

倒
壊
が
防
げ
た
と
い
う
観
点
か
ら

強
度
の
あ
る
建
物
に
し
、
本
殿
も

床
下
部
分
な
ど
を
補
強
す
る
施
工

を
行
い
ま
し
た
。
丹
塗

・
彩
色
は

新
し
く
塗
り
直
し
面
目
を

一
新
。

尚
、
彩
色
は
明
治
二
十
八
年
の
も

の
を
取
り
払
い
、
嘉
永
六
年
の
状

態
に
復
旧
し
彩
色
見
取
図
も
作
製

し
た
と
の
事
で
、
被
害
か
ら
甦

っ

た
各
部
分
の
素
晴
ら
し
い
姿
を
ご

披
露
頂
き
ま
し
た
。

総
会
及
び
親
睦
会
会
場
の
宝
塚

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
は
温
泉
付
の
宿

で
会
員

一
同
は
研
修
の
疲
れ
を
寛

い
で
過
し
、
午
前
中
は
同
ホ
テ
ル

内
の
会
議
室
で

「第
人
回
社
寺
建

造
物
美
術
協
議
会
総
会
」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

ま
ず
初
め
に
恒
例
の
講
演
を
お

願
い
し
、
硼
全
国
国
宝
重
要
文
化

財
所
有
者
連
盟

（以
下
、
全
文
連

と
略
称
し
ま
す
）
事
務
局
長
の
後

藤
佐
雅
夫
様
か
ら
、
全
文
連
の
仕

組
み
と
活
動
に
つ
い
て
綾
々
ご
説

明
が
あ
り
、
資
料
を
基
に
お
話
を

伺
い
更
に
同
連
盟
へ
の
賛
助
会
貝

の
入
会
に
つ
き
お
勧
め
を
頂
き
ま

し
た
。
又
、
日
本
の
汽
生
産
の
現

状
に
つ
い
て
（植
栽
の
人
材
、植
栽

地
の
状
況
、
低
収
入
、
需
給
状
況
、

価
格
等
）
種
々
調
査
さ
れ
た
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
国
内
産
の

漆
の
生
産
量
の
多
い
岩
手
県
の
生

産
組
合
が
国
指
定
の
補
助
育
成
の

対
象
と
な
っ
た
の
で
、
気
運
が
大

変
盛
り
上
が
っ
て
来
て
い
る
こ
と
。

採
取
可
能
な
場
所
が
限
ら
れ
る
の

で
こ
の
取
組
方
と
か
、
重
労
働
の

割
に
低
収
入

（価
格
の
点
も
あ
る

が
）
、
企
業
と
し
て
合
理
化
が
難
し

い
点
な
ど
の
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
漆
生
産
に
つ
い
て
関
係

機
関
も
力
を
入
れ
ら
れ
る
と
の
由

で
、
我
々
材
料
を
使
う
業
者
側
に

と

っ
て
も
有
難
い
こ
と
で
す
。

今
後
の
当
会

へ
の
提
言
と
し
て
、

世
の
中
に
も

っ
と
発
言
出
来
る
団

体
に
成
長
し
て
欲
し
い
、
と
言
う

救
励
の
言
葉
で
結
ば
れ
ま
し
た
。

次
に
①
文
建
協
参
与
の
工
藤

満
様
か
ら
関
西
地
区
、
特
に
兵
庫

県
南
部
の
大
地
震
の
災
害
復
旧
工

事

一
覧
表
を
基
に
、
兵
庫
県
、
大

阪
府
を
中
心
と
し
た
阪
神
大
地
震

に
よ
る
全
体
的
な
被
害
状
況
に
つ

き
詳
細
な
ご
説
明
と
、
現
場
を
視

察
し
て
廻
ら
れ
た
時
の
無
残
な
印

象
に
つ
い
て
の
お
話
を
承
り
ま
し

た
。
殊
に
今
回
研
修
対
象
の
三
現

場
の
他
に
、
旧
神
戸
居
留
地
十
五
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呑
館
、
旧
ハ
ン
タ
ー
住
宅
、
旧
ト

ー
マ
ス
住
宅
、
西
宮
神
社
表
門

・

大
練
塀
の
被
害
の
状
態
と
復
旧
の

予
定
の
工
法
な
ど
に
つ
い
て
も
有

益
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

地
震
か
ら

一
ヶ
月
経
た
な
い
内

に
被
災
し
た
文
化
財
等
を
緊
急
に

保
全
す
る
た
め
に
、
文
化
庁
施
設

等
機
関
及
び
文
化
財

・
美
術
関
係

団
体

・
府
県
教
育
委
員
会
の
連
携

協
力
の
下
に

「阪
神

・
淡
路
大
震

災
文
化
財
等
救
援
委
員
会
」
を
設

置
、
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
を

開
始
さ
れ
た
訳
で
す
。
財
政
支
援

処
置
も
通
常
の
修
復
に
対
す
る
補

助
率
に
嵩
上
げ
し
て
対
応
し
、
国

庫
補
助
を
行

っ
て
お
ら
れ
る
と
の

事
で
す
。

◆
有
益
且
つ
実
り
あ
る
講
演
を
頂

い
た
後
藤
局
長

・
工
藤
参
与
に
は

芯
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
◆

研
修
会
の
参
加
者

研
究
所
か
ら
吉
田
桂
子
、
④
さ
わ

の
道
玄
か
ら
笹
原
聖
子
、
い
小
西

美
術
工
藝
社
か
ら
北
山
彦
男

・
庵

舞
幸
則
な
ど
で
、
⑪
日
光
社
寺
文

化
財
保
存
会
か
ら
田
村
洋

一
が
参

加
し
た
。
第

一
週
は
平
成
八
年
十

月
二
十

一
日
か
ら
六
日
間
、
第
二

週
は
十
二
月
九
日
か
ら
十
四
日
の

日
本
画
に
お
け
る
白
い
絵
具
と

言
え
ば

「胡
粉
」
、
胡
粉
と
言
え
ば

貝
の
殻
の
粉
末
で
あ
る
。

他
に
水
晶
や
方
解
石
の
粉
末
も

「岩
胡
粉
」
と
稀
し
使
わ
れ
て
は

い
る
が
、
こ
れ
は
近
年
の
こ
と
、

や
は
り
主
流
は

「貝
胡
粉
」
で
あ

ス
イ
つ
。
然
し
古
い
書
物
に
は
鉛
を
焼
い

て
作
る

「鉛
白
」
も
胡
粉
と
言
い
、

実
に
紛
ら
わ
し
い
。
も
う
少
し
読

み
進
む
と

「胡
粉
」
即
ち
胡
の
粉
、

胡
と
は
奈
良
時
代
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

を
は
る
ば
る
運
ば
れ
て
来
た
異
国

の
品
を
指
す
。
「胡
麻
」
「胡
椒
」

「胡
瓜
」
と
同
じ
胡
、
こ
の
異
国

の
粉
は
鉛
白
の
こ
と
で
あ

っ
て
貝

一
、
平
成
八
年
度
見
積
積
算
資
料

に
つ
い
て

○
今
年
度
文
化
庁
建
造
物
課
、
働

文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会

へ
の
説
明
と
請
願
は
小
西
会
長

と
会
員
代
表
と
し
て
ｎ
さ
わ
の

道
玄
社
長
が
伺

っ
た
。

○
配
布
先
は
ほ
ぼ
例
年
ど
お
り
。

○
彩
色
単
価
の
再
検
討
と
し
て
、

剥
落
止
め
及
び
補
筆
の
単
価
を

入
れ
る
。

○
単
価
と
共
に
仕
様
も
書
き
入
れ

る
方
向
を
検
討
し
て
み
て
は
。

○
平
成
九
年
度
原
稿
は
年
内
に
締

め
切
り
、
二
月
中
に
印
刷
、
三

月
配
布
を
目
途
に
作
成
す
る
。

二
、
会
報

「す
い
か
ず
ら
」
に
つ

い
て

○
配
布
先
…
…
文
化
庁
建
造
物
課
、

働
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協

会
本
部
、
同
各
地
方
事
務
所
、

同
各
現
場
所
長
、
監
督
、
硼
全

国
国
宝
重
要
文
化
財
所
有
者
連

盟
顧
問
、
同
役
員
、
同
事
務
局
、

奈
良

・
京
都

・
和
歌
山
ｉ
大
阪

・
滋
賀
他
約
二
十
五
の
各
県
文

化
財
保
護
課

（今
後
は
全
国
ヘ

送
付
す
る
よ
う
に
し
た
い
）
。

三
、
新
規
会
員
に
つ
い
て

入
会
希
望
の
法
人
に
つ
い
て
は
後

予
定
で
進
め
ら
れ
る
。
今
回
の
内

容
は
見
学
六
時
間
、
講
義
十
時
間
、

実
習
六
十
八
時
間
、
計
八
十
四
時

間
で
あ
り
、
養
成
研
修
と
同
じ
保

存
会
研
修
棟
を
会
場
と
し
て
進
め

ら
れ
る
。

（こ
の
項

続
く
）

で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
当
時
の
渡
来
物
と
言
え
ば

価
格
も
高
か
ろ
う
し
、
「朱
」
と
交

わ
れ
ば

「朱
」
に
含
ま
れ
る
硫
黄

で
鉛
白
は
黒
ず
む
で
あ
ろ
う
。
そ

の
点
貝
の
粉
な
ら
ば
他
に
影
響
さ

れ
る
こ
と
も
な
く
、
又
何
よ
り
海

に
囲
ま
れ
た
日
本
で
は
原
料
が
手

に
入
り
易

い
で
は
な
い
か
。
い
つ

の
間
に
か

「貝
胡
粉
」
が
主
流
に

な

っ
て
行

っ
た
の
は
尤
も
な
こ
と

で
あ
る
。
又
そ
の
後
日
本
で
は
白

い
絵
具
を
全
て
胡
粉
と
呼
ぶ
よ
う

に
な

っ
て
い
っ
た
ら
し
い
。

貝
殻
を
風
雨
に
晒
し
風
化
す
る

の
を
待

つ
。
有
機
物
の
自
然
分
解

で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
三
年
と
も
五

日
そ
の
資
料
を
各
会
員
に
お
送
り

し
、
入
会
の
承
認
に
つ
き
諸
否
を

求
め
る
準
備
を
行
い
た
い
。

（事
務
局
）

四
、
今
後
の
活
動
計
画

○

「す
い
か
ず
ら
」
第
三
号
の
発

行
。
内
容
と
し
て
今
回
の
現
場

実
地
研
修
及
び
総
会
に
つ
い
て

の
報
告
と
前
回
の
未
掲
載
分
。

Ｏ

「す
い
か
ず
ら
」
第
四
号
の
予

定
。
内
容
は
金
工
部
門
特
集
号

と
し
て
座
談
会
を
持
ち
た
い
。

○
次
回
総
会
予
定

静
岡
県
方
面

（久
能
山
東
照
宮
、

浅
間
神
社
な
ど
中
心
に
）
。

五
、
収
支
報
告

○
欠
席
会
員
は
同
封
の
収
支
報
告

参
照
の
こ
と
。

会
費
は
継
続
し
て
五
万
円
、
四

月
に
徴
収
。

事
務
局
よ
り
説
明
が
あ
り
了
承
。

※
特
記
事
項

①
全
国
国
宝
重
要
文
化
財
所
有

者
連
盟
よ
り
当
会
の
活
動
に
対

―
―

お
知
ら
せ
―
―

こ
の
度
、
会
員
の
懺
さ
か
い

。
酒
井
清
氏
が
黄
綬
褒
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
栄
え
あ

る
ご
受
罰
を
祝
し
、
会
よ
り

金
壱
封
を
お
送
り
い
た
し
ま

し
た
。
ま
こ
と
に
お
め
で
と

う
ご
ざ

い
ま
す
。

キ
半
半
■
半
半
キ
半
半
キ
半
半

年
と
も
言
う
。
そ
の
後
貝
殻
の
表

面
に
付
着
し
た
黒
い
硬
質
の
部
分

や
石
、
そ
の
他
の
不
純
物
を
取
り

除
き
粉
末
に
す
る
。

こ
の
作
業
を
確
実
に
行
え
ば
白

い
貝
の
粉
末
に
は
な
る
。
こ
れ
は

白
い
塗
料
と
し
て
な
ら
十
分
つ
か

え
る
が
、
私
の
重
視
す
る
点
は
、

こ
れ
だ
け
で
絵
具
と
し
て
の

「胡

粉
」
に
な
る
か
と
言
う
所
に
あ
る

（私
は
絵
具
屋
で
あ
る
か
ら

「絵

具
」
に
対
し
少
々
の
拘
り
を
持

っ

て
い
る
）。
あ
の
「胡
粉
」
独
特
の

柔
ら
か
味
の
あ
る
白
と
膠
と
の
相

性
も
大
き
な
問
題
と
し
て
残
る
。

本
来
胡
粉
は
不
透
明
な
白
い
顔

料
で
あ
る
。
然
し
こ
こ
で
古
今
の

名
画
を
思
い
出
し
て
頂
き
た
い
。

例
え
ば
、
白
の
孔
雀
が
大
き
く
羽

根
を
広
げ
て
い
る
、
細
か
く
ふ
る

え
る
羽
根
の
先
は
透
明
で
あ
る
、

又
く

っ
き
り
白
い
部
分
も
あ
る
。

今
降

っ
た
ば
か
り
の
雪
が
軽
や
か

に
笹
の
葉
の
上
に
積
も

っ
て
い
る
。

実
に
軽
や
か
な
白
で
あ
る
。
ほ
と

ん
ど
水
分
を
感
じ
さ
せ
な
い
。

元
来
不
透
明
な
白
を
用
い
て
透

明
な
白
を
、
時
に
は
軽
や
か
な
白

を
描
き
切
る
技
術
。
我
々
は
そ
の

技
術
に
加
え
、
上
質
の
胡
粉
と
膠

が
混
然

一
体
と
な
っ
て
生
み
出
さ

れ
る
技
に
酔
い
痴
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
上
質
の
胡
粉
を
造
る
の
に

し
補
助
金
を
い
た
だ
く

（後
藤

局
長
の
ご
指
導
に
よ
る
）
。

六
、
そ
の
他

○
文
化
庁
か
ら
の
意
見
と
し
て
見

積
積
算
資
料
及
び
会
報
の
こ
の

二
点
は
欠
か
さ
ず
継
続
し
、
対

外
的
に
も
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う

に
と
の
こ
と
。

○
出
来
る
だ
け
通
常
総
会
へ
の
会

員
の
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

（こ
の
項

終
わ
り
）

養
成
は
第
二
年
目
（最
終
回
）

中
級
は
新
規
に
平
成
八
年
度

計
画
実
施

選
定
保
存
技
術
で
あ
る

「建
造

物
彩
色
」
に
関
し
、
技
能
者
の
養

成
研
修
を
行
い
、
文
化
財
の
保
存

事
業
の
技
術
の
向
上
を
図
る
意
味

で
過
去
三
ヶ
年
の
間
に
二
回
行
わ

れ
た
も
の
の
三
回
日
で
今
回
が
最

終
と
な
る
。
見
学
六
時
間
、
実
習

三
十
四
時
間
、
計
四
十
時
間
の
時

間
割
で
、
①
日
光
社
寺
文
化
財
保

存
会
研
修
棟
で
開
催
さ
れ
た
。
平

成
八
年
九
月
二
日
よ
り
七
日
ま
で

の
六
日
間
、
建
造
彩
色
選
定
保
存

技
術
保
持
者

・
吉
原
昭
夫
講
師
に

ど
ん
な
貝
で
も
良
い
と
は
考
え
に

く
い
。
貝
の
種
類
は
問
題
に
な
ら

な
い
だ
ろ
う
か
。
本
に
よ
っ
て
は

「蛤
粉
」
と
書
い
て
胡
粉
を
指
す

例
を
よ
く
目
に
す
る
。
果
た
し
て

「蛤
」
か
ら
上
質
の
胡
粉
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
。

現
在
日
本
で
胡
粉
製
造
所
は
何

力
所
か
あ
る
が
、
絵
具
と
し
て
の

胡
粉
は
京
都

・
宇
治
で
造
ら
れ
て

い
る
品
が
よ
ろ
し
い
と
聞
く
。
只
、

胡
粉
は
日
本
画
の
絵
具
と
し
て
の

み
使
用
さ
れ
、
製
造
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
。
例
え
ば
人
形
の
上

塗
り
に
、
カ
ル
シ
ウ
ム
入
り
と
断

り
の
あ
る
食
品
に
、
又
漢
方
薬
と

し
て
も
多
量
に
使
わ
れ
て
い
る
。

他
の
用
途
の
詳
し
い
こ
と
は
置

く
と
し
て
、
＞こ

で
は
絵
具
の
「胡

粉
」
に
つ
い
て
、
貝
の
種
類

・
製

造
方
法
等
々
を
宇
治
の

「
ナ
カ
ガ

ワ
胡
粉
」
に
ご
教
示
願
っ
た
。

果
た
し
て
私
の
知
識
は
そ
れ
程

間
違

っ
て
い
な
か

っ
た
。
と
は
言

え
、
原
料
の
貝
に
つ
い
て

「
ナ
カ

ガ
ワ
胡
粉
」
で
は

「イ
タ
ボ
牲
蛎
」

の
貝
殻
を
使

っ
て
い
た
。
こ
の
貝

は
我
々
が
日
頃
食
す
る
牡
蛎
よ
り

ず

っ
と
幅
広
、
平
ら
、
然
も
肉
厚

で
あ
り
、
広
島
等
で
お
馴
染
み
の

「
マ
ガ
キ
」
と
違

っ
て
養
殖
で
は

な
く
完
全
な
天
然
産
で
あ
る
。
こ

の
二
枚
貝
は
上
蓋
の
方
が
良
質
の

よ
っ
て
実
施
さ
れ
、
技
能
者
と
し

て
⑪
日
光
社
寺
文
化
財
保
存
会
、

的
齋
藤
漆
工
芸
、
い
文
化
財
工
学

研
究
所
、
い
小
西
美
術
工
藝
社
等

か
ら
十

一
名
が
受
講
し
た
。

開
講
式
の
後
、
建
物
の
彩
色
修

理
施
工
の
見
学
が
行
わ
れ
、
二
日

目
か
ら
三
日
目
に
か
け
着
彩
技
法
、

四
日
目
に
運
筆
技
法
を
挟
み
五
日

目

・
六
日
目
に
着
彩
の
内
の
岩
絵

具
下

・
岩
絵
具
掛
け
の
実
習
が
行

わ
れ
た
。
今
回
を
以
て
完
全
閉
講

し
た
の
で
各
技
能
者
に
「修
了
証
」

が
交
付
さ
れ
た
。

文
化
財
建
造
物
彩
色
選
定
保
存

技
術
保
持
団
体
と
し
て
、
①
日
光

社
寺
文
化
財
保
存
会

・
鈴
木
常
俊

理
事
長

（日
光
山
輪
王
寺
門
跡
）

名
で
平
成
人
年
度
彩
色
技
能
者
中

級
研
修
会
の
照
会
が
あ
り
、
当
協

議
会
か
ら
の
参
加
は
研
修
生
名
簿

か
ら
列
記
す
る
と
、
い
岸
野
美
術

漆
工
業
か
ら
岸
野
寛
文

・
早
乙
女

初
太
郎
、
ｎ
齋
藤
漆
工
芸
か
ら
齋

藤
卯
乃

。
森
田
豊
、
④
川
面
美
術

も
の
が
で
き
る
。
そ
の
中
で
も
特

に
大
き
く
肉
厚
の
も
の
を
選
ん
で

尿
高
級
品
を
造
る
。
こ
れ
こ
そ
日

本
画
絵
具
の

「胡
粉
」
の
原
料
で

あ

っ
た
の
だ
。

今
は
こ
の

「イ
タ
ボ
牡
蛎
」
が

山
の
様
に
積
ま
れ
天
日
に
晒
さ
れ

て
い
る
。
残
念
な
こ
と
に
近
年
海

水
の
汚
染
か
ら
生
息
す
る
量
が
減

り
、
現
在
ほ
と
ん
ど
入
荷
せ
ぬ
と

聞
い
た
。
で
は

「
マ
ガ
キ
」
で
は

ど
う
か
、
養
殖
さ
れ
て
い
る
か
ら

手
に
入
り
易
い
の
で
は
な
い
か
。

「蛤
」
か
ら
良
質
の
品
が
で
き
る

と
聞
い
た
の
だ
が
、
と
問
う
て
み

た
。
結
果
、
「
マ
ガ
キ
」
は
殻
が
う

す
く
白
い
部
分
が
少
な
い
。
ど
う

し
て
も
黒
味
が
出
て
し
ま
う
。　
一

方

「蛤
」
は
貝
自
身
が
硬
く
、
粉

末
に
し
て
も
胡
粉
の
持
つ
柔
ら
か

な
白
が
出
な
い
と
言
う
。

ピ
ン
チ
で
あ
る
。
日
本
画
の
危

機
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま

い
。
近
年
良
質
の
木
材
も
少
な
い

と
聞
く
。
紙
の
原
料
の
椿

・
三
極

は
、
漆
は
ど
う
な
の
か
。
筆
の
毛

は
ど
う
か
、
天
然
自
然
と

一
体
と

な
り
育
ん
で
来
た
日
本
の
文
化
が
、

便
利
と
ス
ピ
ー
ド
を
優
先
す
る
近

代
文
明
の
進
歩
に
脆
く
も
押
し
潰

さ
れ
て
行
く
光
景
が
こ
こ
に
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

（終
）

特
集
記
事

『胡

粉
』
に
つ
い
て

い
放
光
堂
代
表
取
締
役

石
田
善
也

吉原講師画
(彩色研修教材から)
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「社寺建造物美術協議会」名◎
編
集
後
記
◎

十
年
間
位
の
サ
イ
ク
ル
で
廻
っ

て
来
る
不
況
の
谷
間
。
無
論
世
間

さ
ま
と
同
様
に
業
界
も
波
を
か
ぶ

り
、
今
度
は
ち
と
違
う
ぞ
と
あ
た

り
を
眺
め
、
今
ま
で
に
な
い
異
様

に
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ

つ
て
い

る
感
覚
が
あ
る
。

消
費
税
の
処
理
が
こ
れ
か
ら
の

経
営
の

一
つ
の
権
利
と
義
務
に
な

っ
た
事
は
事
実
。
国
費
の
補
助
を

受
け
て
い
る

（地
方
自
治
体
も
）

文
化
財
の
仕
事
を
頂
く
の
だ
か
ら
、

さ
さ
や
か
で
も
法
人
税
の
納
付
を

と
か
ん
が
え
て
い
る
が
決
意
程
に

は
業
績
が
上
が
ら
な
い
。
受
注
の

絶
対
量
が
不
足
し
て
い
る

。
営
業

面
の
努
力
が
足
り
な
い

。
現
場
サ

イ
ド
の
ム
ダ
を
な
く
せ

・
作
業
面

の
能
率
を
考
え
ろ
等
々
、
税
理
士

さ
ん
の
苦
言
が
耳
に
痛

い
し
、
損

益
分
岐
点
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
夢

に
出
て
来
る
様
じ
ゃ
か
な
り
重
病

だ
。民

間
の
活
力
が
落
ち
込
ん
で
い

る
の
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
。
体

力
が
低
下
す
る
の
を
承
知
で
リ
ス

ト
ラ
に
踏
み
切
る
か
、
否
か
、
又

業
績
の
良
い
時
は
良
い
様
に
給
与

面
を
改
善
し
た
が
、
悪
く
な

っ
た

ら
悪
い
様
に
す
る
か
、
ど
う
か
、

働
い
て
い
る
人
は
そ
れ
ぞ
れ
が
納

得
出
来
る
か
、
理
屈
で
判
っ
て
も

実
際
に
は
ど
う
か
、
悩
み
は
姦
き

な
い
季
節
の
う
つ
ろ
い
で
あ
る
。

月
並
み
だ
が
お
互
い
頑
張

っ
て
何

と
か
乗
り
切
り
た
い
も
の
だ
。（西
）

(五十音順 ) 平成 8年 10月
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「私
は
岩
絵
具
に
つ
い
て
は
天
然
も

の
に
拘
り
を
持
つ
ん
で
す
よ
」
と
石
田

社
長
は
、
京
都
市
の
中
心
、
鳥
九
通
り

の
店
舗
で
こ
う
切
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

「第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
り
復
貝

し
て
来
た
ウ
チ
の
職
人
が
元
気
に
製
造

に
携
わ

っ
て
く
れ
、
天
然
も
の
を
世
に

出
せ
た
事
。
拘
り
の
素
は
時
代
の
変
遷

に
も
関
わ
ら
ず
技
術
の
後
継
ぎ
が
居
る

■
÷
■
■
■
■
■
■
中
■
■
■
■
■
■
÷
÷
■
■
■

■
■
中
÷
■
■
■
÷
■
÷
■
÷
÷
■
【
中
【
÷
■
中
■
÷

事
で
す
」
と
。

日
本
画
の
伝
統
を
否
定
し
、
油
絵
に

負
け
る
な
と
い
う
表
現
を
貫
け
ば
、
人

造
も
の

（新
岩
絵
具
類
）
で
な
い
と
そ

の
意
図
は
出
せ
な
か
っ
た
。
然
し
戦
後

派
の
方
々
が
天
然
も
の
を
見
直
さ
れ
る

様
に
変
わ

っ
て
来
た
そ
う
で
す
。
現
実

の
問
題
と
し
て
大
気
中
の
硫
黄
分
が
多

く
、
新
岩
絵
具
に
変
化
が
見
え
る
の
が

心
配
の
種
だ
と
か
。

お
客
様
に
は
故
前
田
青
叫
画
伯
や
現

在
で
は
東
山
魁
夷
画
伯
の
名
も
。
近
年
、

奈
良

・
京
都
の
古
美
術
巡
り
の
途
中
で

見
学
に
寄
る
コ
ー
ス
や
各
大
学
の
修
復

学
科
の
人
達
が
研
修
の
傍
ら
見
え
る
そ

う
で
す
。

〒
削
京
都
市
中
京
区
鳥
丸
通
り
二
条
下
ル

ＴＥＬ
Ｏ
七
五
十
壬

三

十
ｏ
八

一
七

ＦＡＸ
Ｏ
七
五
十
一
三

二
十

一
〇
一〈
〇

※
日
曜

・
祝
日
定
休

（午
前
九
時
～
午
後
六
時
）
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